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１．研 究 課 題：大都市公営住宅における高齢者の暮らしとコミュニティについての実証的研究 

２．研 究 期 間：２００７ 年４ 月１ 日   ～２００８ 年３ 月３１日 

３．研 究 場 所（国/都市・機関名）：日本/東京 

 

４．研究成果概要（2,000 字以内）： 

 

○問題意識と方法 

 特別研究期間中の 2007 年 5 月より 2008 年 3 月まで、新宿区都営百人町アパート（通称「戸山団地」）をフ

ィールドとして、高齢者の暮らしとコミュニティの現状・課題についての実態調査を実施した。対象とした地域

では、大規模団地の建て替えによる住環境の激変と人口の急増、居住者の高齢化と単身高齢者の増加、

古くからの住民と新たに転入してきた住民の混在など、暮らしとコミュニティの諸局面で大きな変化が起き、

さまざまな生活課題が生じていた。また高齢化が進展する中で、マスコミが報じる「孤独死」事件が世間の注

目を集め、行政も新たな施策を講じる必要に迫られるという状況であった。一方住民が主体となった課題解

決への取組みや新しい住環境でのコミュニティ再構築の動きもみられた。 

この地域の現状を踏まえて、暮らしの課題とコミュニティ活動についての詳細な実態調査を行うことは有意

義であり、またこの研究の成果は、今後いっそう高齢化が進むと予想される大都市部の地域社会の変動を

理解するうえでも、大いに貢献できるものと考えられた。 

 なお、この調査は新宿区社会福祉協議会との共同調査として行ったものである。調査は、住民・団地関係

者に対する聞き取り調査と全世帯を対象とする質問紙調査の二本立てで実施し、調査結果は『戸山団地：く

らしとコミュニティについての調査報告書』平成 20 年 5 月、新宿区社会福祉協議会発行）にまとめた。 

 

○研究結果の概要 

都営戸山団地（正式名称は「百人町 3 丁目・4 丁目アパート」）は、高齢化率 5 割、高齢者中の 75 歳以上人

口が 5 割、全世帯中の単身高齢者世帯率 5 割という超高齢化コミュニティであり、新宿区内でもとびぬけて

高齢化率の高い地域であった。戸山団地は昭和 23～5 年に建設された戦後初の中層鉄筋コンクリート住宅

団地で、平成 2 年から 20 年までの建替えで全 16 棟、居室数 2,321 戸、旧団地のほぼ 1.8 倍の高層大規模

団地に生まれ変わった。住民の長期居住と子供世代の流出によって高齢化は建替え前にかなり進んでいた

が、新団地は旧年までの建替えで全 16 棟、居室数 2,321 戸、旧団地のほぼ 1.8 倍の高層大規模団地に生 
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まれ変わった。住民の長期居住と子供世代の流出によって高齢化は建替え前にかなり進んでいたが、

新団地は旧団地住民の居住用の他、ほぼ半数の居室が他の都営住宅の建替え・取壊しに伴う住替え用

とされ、さらに単身高齢者用の 1DK が多く設けられ、他団地から単身高齢者や高齢夫婦世帯が移動し

てきた。その結果戸山団地は人口が急増しつつ高齢化率も急上昇した。 

質問紙調査は全世帯（1439 世帯）を対象としたが、回答数は 540 世帯であった。とくに注目すべき

は単身高齢者の割合の高さであり、回答の半数（271 世帯）を占め、うち女性が 8割と圧倒的に多く、

年齢別では、75 歳以上が女性で 60％、男性で 37％と男女の年齢差も大きかった。 

「孤独死」が社会的に注目される中で、単身高齢者の「社会的孤立」が問題となっているが、戸山団

地では、調査結果からみて、単身高齢者の社会関係はそれなりに維持されていたが、男女の違いは明

らかで、である。女性の 7割が「団地内で頼れる人がいる」と答えているが、男性では「いない」が

6 割であった。また、男性では、親しい友人・知人が団地の人という回答が少なく、親族や友人・知

人との接触頻度もかなり低い。明らかに「つきあいの悪さ」は男性の社会的孤立を促す要因となって

いた。 

 戸山団地では、建て替え後の新たな居住環境の中で、超高齢化した住民構成に応じたコミュニティ

再生の必要に迫られていた。旧団地では団地全体で一つの自治会が作られていたが、共益の単位が分

化したために、コミュニティの自治活動もまた分化し、現在では数棟または単独棟ごとに作られた組

織によって共益活動が行われていた。 

 また、コミュニティの活動には、各棟ごとの住民構成の違いが大きく反映されるようになっていた。

建替え初期に建てられた棟は、旧団地住民が大半を占め、居室も 2DK・3DK 中心で子供のいる若い世

代も比較的多く、組織も整備され、まつりなどのイベントや住民の交流、防犯、問題解決の活動も活

発化していた。建設の遅かった棟は、1DK が半数近くで単身高齢者の割合が高く、他団地からの転入

住民が多いという事情もあり、基本的な共益業務以外の活動に十分取り組めていなかった。こうした

より詳細なコミュニティの状況を明らかにできたことも、今回の調査の特色といえる。 

 

○提言 

戸山団地での実態調査を踏まえ、新宿社協および地元住民に対して、今後のコミュニティ再生の方途

について「団地そのものを地域の福祉資源として活用するという新しい発想をもつことが必要であ

る」という内容の提言を行った。これは、各地域での報告会や地元住民との話し合いの中で行ったも

のである。なお、この調査研究を一つの契機として、地域住民と行政、社協、NPO 等が連携して地域

の課題に取り組むネットワークづくりが始まっており、この動きと連携して、今後も調査研究活動を

継続する予定である。                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


